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（補正後の総額は154億7,862万4千円）

平成２７年１２月定例会を１２月１日から
１２月２２日までの２２日間の日程で開催しました

《人事案件》

○固定資産評価員に下記の方を選任同意しました。

　松田　知良氏

○議会議員の監査委員に下記の方を選任同意しました。

　犬童　利夫氏

○人権擁護委員に下記の方々を推薦同意しました。

　祝　憲生氏 ・ 西　惠子氏 ・ 竹下　敏氏 ・ 吉村　和子氏

○選挙管理委員会委員及び補充員に下記の方々が指名推選により当選されました。

　委　員　堀田　英雄氏、吉田　幸男氏、東　　邦彦氏、島津　清弘氏
　補充員　宮本　昭博氏、武井　京子氏、笹本　澄子氏、蔵座　貴子氏

自 立 支 援 給 付 費
ハラールセントラルキッチン構築に向けた地域産業シミュレーション事業
公 営 住 宅 建 設 事 業
小 中 学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 事 業

6,801万９千円
2,400万円

4,023万５千円
2,480万円

《主な補正予算》

《特別会計の補正予算》

総額54億6,151万２千円
総額44億843万５千円
総額3,388万９千円
総額526万３千円
総額2,097万５千円

５千万円増額し

211万６千円増額し

150万８千円増額し

200万円増額し

388万９千円増額し

国 民 健 康 保 険 事 業 特別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護サービス事業特別会計
国 民 宿 舎 特 別 会 計
工業用地造成事業特別会計

議案を公開しています

議案の内容は、市のホームページでご覧いただけます。     （担当：総務課） 人吉市　議案 検索

一般会計補正予算
1億4,267万1千円増額を可決

一般会計補正予算
1億4,267万1千円増額を可決
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◎委員長　西　信八郎　　◎副委員長　宮原　将志
◎委　員　宮﨑　保・犬童　利夫・本村　令斗・田中　哲

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例案を修正可決
　平成27年10月13日（火）に発生した前教育部長
の酒気帯び運転による非違行為事案について、教育
現場をはじめとする社会全般に大きな影響を与えた
ことから、市長、教育長の給料月額から10分の１の
１カ月、副市長の給料月額から20分の１の１カ月を
それぞれ減額し、平成28年１月支給分から適用させ
るものでした。しかし、判断の基準とした過去の前例
や他市の状況が、一般職職員が起こした事例であ
り、管理責任を持つ部長職職員が起こした場合の処
分はもっと重くあるべきであるとして、期間をそれぞ
れ１カ月から３カ月に修正し可決しました。

台風１５号による３件の損害の賠償について承認
　当委員会所管の案件として、第一中学校敷地内の

倒木に伴う法務局建物の笠木部分の破損事故、第
一中学校校舎管理棟屋根瓦飛散による車両損傷事
故、中原コミュニティセンター敷地内の倒木による
建物破損事故の３件の損害の賠償について承認し
ました。

「安全保障関連法廃止を求める意見書」の提出を求
める陳情は不採択
　平成27年11月20日に提出され、①戦争法である
「平和安全保障関連法」をすみやかに廃止してくださ
い。②立憲主義の原則を堅持し、憲法９条を守り、い
かしてください。以上の２点に関する意見書を採択
し、国会に提出してほしいという陳情です。
　審査の過程で、さまざまな人が憲法違反と言って
いるし、参議院で強行採決したことなどから採択す
べき。国民が負託した国会で審議決定されたこと。
見解の相違の問題などの意見があり、採決の結果、
賛成少数により不採択としました。

総務文教委員会報告

研修先：岩手県花巻市

研修目的：地域コミュニティを活用したまちづくり
　　　　  について

研修内容：市内27地区の振興センターを拠点に、
地域の自主的なまちづくりを推進し、地域課題の解
決に向けて特色ある取り組みをする「コミュニティ
会議」が地区の住民により組織されている。花巻市
は、このコミュニティ会議へ地域づくり交付金を交
付し、事業実施の際の相談窓口など地域課題の解
決に向けた取り組みを支援している。振興センター
は誰でも気軽に利用することができ、平成23年度
からコミュニティ会議が指定管理者となって施設
の管理運営を行っている。

まとめ：コミュニティ会議において、住民みずからハ
ード面も含む地域の課題について話し合い、支援
を受けながら課題解決が図られていることは学ぶ
ことが多い。運営面を研究すると共に、新たな本市
のコミュニティ活動の在り方も調査研究する必要
性を感じました。

研修先：茨城県水戸市

研修目的：小中一貫教育について

研修内容：水戸らしい教育を体系化し、小中一貫教
育「まごころプラン」として発展させ推進している。
平成７年に小中併設校として建設された国田小中
学校は、発達段階をより考慮した４・４・１制の導入
などきめ細やかな指導や、幼・小・中交流授業の充
実など特色ある教育が行われている。

まとめ：実際に国田小学校での授業風景も視察し
ました。児童・生徒の数に比べ先生の割合が多く、
学校行事は小中合同で行い、上級生が下級生や幼
稚園児の面倒をよく見るなど、先生だけではない目
の行き届いた環境は素晴らしいものがありました。
また、通学区域に関係なく市内全域から就学を認
める小規模特認校の指定により、不登校気味だっ
た生徒も転校後は毎日登校しているなど、小中一貫
教育について更に調査研究すべきと感じました。

総務文教委員会行政視察報告

日　程：平成27年10月20日(火)～22日(木)

◎職員の非違行為による特別職処分量定
執行部提案

市長、教育長 給料月額10分の1 1ヵ月

委員会修正案
減    額    率 期 間

副市長 給料月額20分の1 1ヵ月
給料月額10分の1 3ヵ月
減    額    率 期 間

給料月額20分の1 3ヵ月
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人吉市税条例等の一部を改正する条例の一部を改
正する条例を承認
　マイナンバー制度に伴い、市が作成する納付書
または納入書には法人番号の記載が義務付けられ
ていましたが、個人情報保護の観点から法人番号
を記載しないことに改められるほか、法人番号に
関する用語の規定が追加されました。

人吉市介護保険条例の一部を改正する条例を承認
　マイナンバー法の施行に伴い、個人番号の定義
の追加や、保険料の徴収猶予や減免の申請書に個
人番号の記載を義務付けるほか、申請書に添付す
る書類が省略できるものを定めるもので、住民の
利便性が図られることになります。なお添付書類
の省略は、平成29年１月１日からの施行が予定
されています。

台風15号等による損害の賠償を承認
　当委員会所管の案件として、台風15号に伴う
旧老人趣味の家の屋根棟包鉄板の飛散による家屋

◎委員長　三倉　美千子　　◎副委員長　塩見　寿子
◎委　員　高瀬  堅一・井上  光浩・村上  恵一・仲村  勝治厚生委員会報告
破損事故、人吉浄水苑機械棟屋根窓落下による車
両損傷事故、また上水道仕切弁ボックスの管理瑕
疵に伴う車両損傷事故の３件の損害の賠償につい
て承認しました。

児童福祉・心身障がい者福祉に関する増額補正を
承認
　児童手当や子ども医療費に
合計746万９千円の増額、児
童の地域活動事業・延長保育
促進事業・障害児保育事業・
軽度障害児保育事業・放課後
児童健全育成事業・一時預か
り事業の各補助金に合計6,456
万７千円の増額を承認しました。いずれも各事業
の最終支出見込みによるものです。また心身障が
い者福祉では、自立支援給付費を今後の支出見込
みにより、6,801万９千円の増額を承認しまし
た。

研修先：東京都武蔵村山市

研修目的：①ＭＭスタンプカードによる市税等への
　　　　 　納付利用制度について
　　　 　②介護支援ボランティア事業について

研修内容：①商店街活動への支援と地域経済の活
性化を目的として、武蔵村山ＭＭスタンプカードの
ポイントを市税等の納付に利用できるようにした
事業です。
②介護予防事業の一環として、ボランティア活動を
通じ地域貢献や社会活動に参加することで、地域
の活性化や高齢者の生きがい及び健康増進を目的
とする事業で、活動に応じて交付金が支給されます。

まとめ：①類似事業を行っている本市のＰＲ不足を
感じました。また、本市ではカードの磁気化に伴う
対応ができていないことから、今後さまざまな事業
を取り込んだ幅広い事業展開の必要性を感じた研
修でした。
②介護保険制度による事業で、国・県からの交付金
を活用しているため、登録は65歳以上に限定して
います。今後この事業を効果あるものとして継続し

ていくためには、新たな参加者の確保が課題であ
り、またカード事業との連携を図ることにより、地域
の活性化や介護支援の労働力不足の解消もできる
のではないかと感じました。

研修先：北海道富良野市

研修目的：14種分別と再資源化

研修内容：平成13年10月から14種分別を開始し
「燃やさない、埋めないリサイクル99」を基本理念
に、廃棄物の徹底した再資源化とごみの減量化を
目指しています。

まとめ：富良野市は可燃ごみを数種類に分別、生ご
みの肥料化、全国でも増加傾向にある衛生用品ご
みの燃料化を進められ、また啓発活動にも力を入
れておられたのが印象的でした。まずは徹底的な
分別と、今後はごみの焼却熱等を利用するなど新
たな視点での施策も大切であると感じた研修でし
た。

厚生委員会行政視察報告

日　程：平成27年11月10日(火)～12日(木)



◎委員長　平田　清吉　　◎副委員長　福屋　法晴
◎委　員　大塚  則男・豊永  貞夫・笹山  欣悟・永山  芳宏経済建設委員会報告

専決処分の補正予算を承認
　平成27年10月2日に判明した国民宿舎くまがわ荘
の温泉揚水ポンプと汚水水中ポンプの漏電に伴い、緊
急対応したポンプ取替工事費240万6千円の専決予算
を承認しました。

人吉中核工業用地調整池改築工事請負金の一部変更
を承認
　内容は、調整池底部分の掘削中において、当初見込
むことができなかった多量の巨大岩石等や湧水の発生
により、撤去や排水作業等の追加工事が発生し、改築
工法の変更を余儀なくされたため、工事請負金額を２
億1,896万4,135円から２億2,949万370円に変更す
るものです。委員から、大量の岩石はどこから出たの
か、事前に調査はできなかったのか、などの質疑があ
り、執行部から、工事中の現場写真を示して説明があ
り、事前調査はしたが、調査では判別することができな
かったとの答弁がありました。

農林水産業費の地域産業シミュレーション委託料を承認
　内容は、地域再生計画の３つの構想の中の１つであ
る「ハラールセントラルキッチンの形成と周辺環境整
備」を進めるに当たり、宮崎・鹿児島・熊本３県及び人
吉球磨圏域の牛の国内流通状況、ハラール牛ニーズ調
査、認証取得を含めたハラール戦略の策定などの国内

調査、東南アジア・アメリカ・ヨーロッパ等への輸出、流
通などの海外調査などを委託し、その業務委託料とし
て2,400万円を追加するものです。委員からの質疑に
対し、委託先の選定はプロポーザル方式を予定してお
り、今年度内に事業を完了したいとの答弁でした。

その他承認した主な事業予算
○台風被害園芸・果樹復旧対策事業費
○下薩摩瀬及び中林地区農道整備工事費
○蟹作団地2・4号棟等改修工事費
○井ノ口町急傾斜地崩壊対策事業費
○鹿目及び上戸越地区農業施設災害復旧工事費

改修工事が行われる下薩摩瀬地区農道
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研修先：長野県千曲市

研修目的：①景観条例及び景観計画について
　　　　　②食料・農業・農村計画について

研修内容：・千曲市美しいまちづくり景観条例
　　　　　・千曲市景観計画
　　　　　・千曲市食料・農業・農村基本計画

まとめ：千曲市の景観条例は、平成４年に長野県が制
定した景観条例を基本的に活用し、平成12年に更埴
市が景観形成計画を策定していたものを、平成18年
千曲市合併に伴い、千曲市全域に拡大するために、新
たに「千曲市美しいまちづくり景観条例」を議員提案
により制定し、景観法との調整の上で「千曲市景観計
画」が策定されていた。
　また、農業を取り巻く環境は、高齢化により千曲市
でも厳しさを増しており、地域の農業を農家外の市民
や事業者で支えるという新しい発想の転換が求めら
れ、概ね５年間を期間として「千曲市食料・農業・農村
基本条例」が制定され、基本計画が策定されていた。

研修先：長野県白馬村

研修目的：インバウンド観光の取り組みについて
（特に、ムスリム旅行者誘客の取り組みについて）

研修内容：白馬村は、北アルプスの麓にあり、夏は登
山、冬はスキー客が訪れる観光地である。2005年頃
から、韓国、オーストラリアなどの海外からの観光客
が増え、民間主導の「ハクバ・ツーリズム」を結成し、観
光誘客に取り組まれていた。

まとめ：白馬村は、明治40年に夏山登山用の山小屋が
建設され、「日本の民宿発祥の地」とも言われている。
現在は、旅館業許可件数834軒にのぼり第3次産業の
占める割合（就業人口比76％）が高い。しかし、冬場の
観光客が主であり、夏場の対策が課題であった。その
ため、イスラム圏の集客を目指しており、高額なハラー
ル認証を取得するのではなく、畜産関連企業でのイス
ラム系の人材の雇用が重要であるとの見解をいただ
いた。

経済建設委員会行政視察報告

日　程：平成27年10月21日(水)～23日（金）
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◎委員長　福屋　法晴　　◎副委員長　宮﨑　保
◎委　員　宮原　将志・大塚  則男・平田　清吉・井上　光浩・豊永  貞夫・本村　令斗・田中　哲

治水・防災に関する特別委員会報告

球磨川の洪水軽減施設などを視察
　第３回治水・防災に関する特別委員会を、平成27
年12月2日に開催し、球磨川の現状を知るために次
の３カ所について現地視察を行いました。

　１　球磨村渡地区の排水施設
　２　球磨川治水対策協議会で示された治水対策案
　　   （中神町大柿地区の引堤）
　３　球磨川水系重要水防箇所（人吉橋下流左岸）

　当日は、国土交通省九州地方整備局から八代河川
国道事務所長をはじめ３名の方々においでいただ
き、現地で資料に基づき詳しく説明をいただきまし
た。
　球磨村渡地区の浸水被害軽減策として、球磨川と
小川の合流地点には長さ150ｍ、高さ8ｍの導流堤
が設置され、また舟戸・渡第二・今村第二排水施設
が整備されていました。導流堤の設置により、小川の
流れがスムーズになり、洪水時の水位を下げるとの

ことです。３カ所の排水施設は、溜まった水を排水ポ
ンプから堤防乗り越し式の送水管により球磨川へ排
水し、浸水被害を軽減させるものですが、計画以上
の洪水が発生した際は被害のおそれがあるため、大
雨の際は河川の情報に注意し、早めの避難に心がけ
ていただくよう広報しているとのことでした。
　中神町大柿地区、球磨村地下地区における掘削、
引堤に関しては、今後用地交渉や工事用測量等の事
業に必要な作業を進めつつ、地域の理解が得られた
ものから、一部掘削に着手していくとのことでした。
また、掘削は、生物の生息環境等に配慮し、平常時水
が流れている水位より高い部分の掘削を行っていく
とのことでした。
　人吉橋下流左岸については、現在も鋭意交渉中で
はあるが、数十年来の懸案事項であるため、いい結
果が出たら早めに御報告させていただきたいとのこ
とでした。

◎委員長　犬童　利夫　　◎副委員長　永山　芳宏
◎委　員　塩見　寿子・高瀬　堅一・西　信八郎・笹山　欣悟・村上　恵一・三倉　美千子・仲村　勝治

市庁舎建設に関する特別委員会報告

市庁舎移転建設計画の進捗状況
　今回で4期目となる市庁舎建設に関する特別委員
会が、9月の定例会で設置され、11月13日と12月2
日に特別委員会を開催し、市庁舎移転建設計画につ
いて審議しました。
　執行部から、市庁舎建設計画の白紙撤回について
は、昨年3月に策定された「人吉市新市庁舎移転建
設基本構想」を最大限に尊重しつつ、既存施設を活
用し、主眼である事業費の抑制を成就する新たな方
針を提示したい。また、人吉市中期財政計画による
見通しでは、平成31年度末には、減債基金と財政調
整基金の合計額が1,100万円程度に減額するという
非常に厳しい予測であるため、基本構想にある平成
31～32年あたりの工事着手年度についても議論し
てほしい、との説明がありました。
　また、新たな市庁舎群として、市の作業部会が考
えた2つの案、A案・B案が提案されました。A案は、新
本庁舎を別館の駐車場に建設し、保健センターを残

す案で、概算事業費は16億1千万円、B案は、保健セ
ンターを取り壊し、跡地に新本庁舎を建設する案
で、概算事業費は19億5千万円となっています。
　委員の質疑に対し、執行部から、市長がマニフェ
ストで提案されたカルチャーパレスの代替案は、非
常に難しい。市庁舎群として利用する周辺公共施設
は、昭和46年に建築され、執務面積は1,000㎡程度、
賃借料は1,000万円程度を見込んでいる。想定人口
と想定職員数は、基本構想あるいは総合計画に沿っ
て統一する。工事着手年度は、東京オリンピック開催
による建設資材の高騰なども考慮する。保健センタ
ーの建て替えの補助についても調査する。概算事業
費における賃借料や別館等の維持管理費など、ラン
ニングコスト面も検討する。B案は、敷地の関係で3
階建て、A案は、可能であれば2階建ても検討する、
などの答弁がありました。
　次回は、新庁舎の位置及び条例改正の是非、事業
規模などについて審議を行う予定です。

平成28年１月13日付けで、市庁舎建設に関する特別委員会の委員長と副委員長が下記のとおり交代しました。
委員長　永山　芳宏　　　　副委員長　高瀬　堅一

お知らせ
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12
月
定
例
会
で
は
、13
人
の
議

員
が
登
壇
し
、市
長
の
施
政
方
針
、

教
育
関
連
、消
防
・
防
犯
関
連
、高

齢
者
福
祉
関
連
、観
光
・
農
業
関
連

な
ど
、幅
広
く
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
を
各
議
員
が
報
告
し

ま
す
。

general  interpellation

　

ひ
と
よ
し
産
業
祭
の
目
的
と
、
今

後
、
人
を
呼
び
込
み
、
盛
り
上
げ
て

い
く
計
画
に
つ
い
て
。

　

目
的
と
し
て
は
、
地
域
の
産
業
の

発
展
と
振
興
を
市
内
の
方
々
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
が
、
予
算

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
芸
能
人
を

呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
幼
稚
園
、

小
・
中
・
高
校
な
ど
の
発
表
の
場
と

し
て
、
幅
広
い
方
々
に
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
な
祭
り
に
す
る
た
め
、
来

場
者
や
出
店
さ
れ
た
方
々
の
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、
火
災
時
に
い
ち
早
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
市
庁
舎
内
に
ゼ
ロ

番
隊
を
組
織
し
て
、
火
災
発
生
時
に

直
ち
に
出
動
し
て
、
消
火
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
交
通
整
理
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
を
い
た
し
ま
し

た
。

ひ
と
よ
し
産
業
祭
の

今
後
の
あ
り
か
た

問答

　

国
民
年
金
の
受
給
状
況
は
。

　

65
歳
以
上
の
受
給
者
は
本
市
総
人

口
３
万
３
，９
８
０
人
の
う
ち
、
１
万

１
，１
４
９
人
で
、
総
人
口
比
約
32
．８

％
、
75
歳
以
上
は
６
，２
７
８
人
で
総

人
口
の
約
18
．５
％
、
80
歳
以
上
は

４
，１
７
１
人
で
総
人
口
の
12
．３
％
で

あ
る
。

　

国
民
年
金
の
受
給
額
は
。

　

受
給
額
は
、
加
入
月
数
と
納
付
月

数
及
び
免
除
該
当
月
数
に
よ
り
受
給

額
の
計
算
が
異
な
る
。
加
入
月
数
が

25
年
以
上
で
給
付
月
数
が
40
年
、
免

除
該
当
月
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
、
65
歳

か
ら
受
給
し
た
と
き
に
最
高
額
を
受

け
取
る
場
合
、
月
額
６
万
５
，０
０
８

円
。
仮
に
加
入
月
数
が
25
年
以
上
で

給
付
月
が
ゼ
ロ
、
全
加
入
期
間
を
免

除
該
当
と
し
た
場
合
、
最
低
額
で
月

額
１
万
５
，１
６
８
円
と
な
る
。

国
民
年
金
の
受
給
状
況
に

つ
い
て

問答問答

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
が
本
市
農
業
に
与
え
る
影
響
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

か
。

　

規
模
拡
大
や
輸
出
な
ど
に
意
欲
が

あ
る
農
家
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む

当
地
域
で
は
、
販
売
価
格
下
落
に
よ

る
農
業
所
得
の
減
少
、
農
業
従
事
者

減
少
の
加
速
化
や
、
農
業
従
事
者
が

減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
源
涵

養
や
景
観
保
全
な
ど
と
い
っ
た
農
業

が
持
つ
多
面
的
機
能
へ
も
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
今

後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
も
含
め
、

国
・
県
の
動
向
を
十
分
見
守
り
な
が

ら
、
情
報
収
集
等
に
努
め
る
。

そ
の
他
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い

て
、
子
供
の
心
の
教
育
に
つ
い
て
、

消
防
力
強
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。 Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
本
市
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て

問答

質
問

一
般

※

※

福屋　法晴

平田　清吉

西　信八郎
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選
挙
戦
で
訴
え
た
新
市
庁
舎
建
設

の
白
紙
撤
回
と
い
う
公
約
か
ら
す
る

と
、
ほ
ど
遠
い
結
論
を
導
か
れ
た
。

白
紙
撤
回
で
あ
れ
ば
基
本
構
想
に
つ

い
て
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
べ
き

で
見
直
し
や
再
検
討
案
で
は
な
い
か
。

　

白
紙
撤
回
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

総
事
業
費
の
抑
制
や
事
業
費
の
圧
縮

の
点
で
は
、
公
約
を
果
た
し
つ
つ
あ

る
。
代
替
案
と
し
て
人
吉
市
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
レ
ス
周
辺
の
公
共
施
設
を
使

っ
た
案
を
示
し
た
が
、
そ
れ
を
取
り

や
め
た
こ
と
に
関
し
て
は
軽
率
で
あ

っ
た
。

　

白
紙
撤
回
案
で
あ
れ
ば
議
論
が
で

き
な
い
。
見
直
し
又
は
再
検
討
案
と

し
て
き
ち
ん
と
説
明
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

見
直
し
再
検
討
案
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

新
市
庁
舎
建
設
計
画
に

つ
い
て

問問 答答

　

今
回
の
所
信
表
明
で
、
学
校
給
食

費
の
段
階
的
な
保
護
者
負
担
の
軽
減

策
で
公
的
支
援
の
方
向
性
を
見
い
だ

し
た
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
28
年

度
か
ら
段
階
的
実
施
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。こ
の
こ
と
は
、
給
食
費
完
全
無

料
化
を
考
え
て
の
実
施
な
の
か
。
あ

る
い
は
、
段
階
的
な
軽
減
策
と
し
て

継
続
し
て
い
か
れ
る
の
か
。
ま
た
、

財
源
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　

ま
ず
給
食
費
の
段
階
的
な
軽
減
策

を
行
い
、
最
終
的
に
基
本
方
針
で
あ

る
無
料
化
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
実
施
す
る
に
は
多

大
な
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
年
数
も

要
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
事
業
等
も

勘
案
し
優
先
度
を
考
え
て
い
き
た

い
。

給
食
費
無
料
化
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
給
食
費
の
滞
納
整
理
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。

学
校
給
食
費
完
全

無
料
化
に
つ
い
て

問答

フ
ッ
ト
パ
ス
に
つ
い
て

問答

※

　

市
長
は
、
今
年
の
選
挙
時
に
市
庁

舎
移
転
候
補
地
と
し
て
、
代
替
案
の

人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
活
用

を
訴
え
た
が
、
今
回
の
施
政
方
針
の

中
で
は
、
な
ぜ
「
精
度
に
欠
け
て
い

た
」
と
述
べ
た
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

　

同
施
設
地
域
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
浸
水
想
定
地
域
で
あ
り
、
防
災

拠
点
と
し
て
は
望
ま
し
く
な
く
、
そ

の
対
策
に
経
費
が
は
ね
返
っ
て
く
る

の
が
予
想
さ
れ
、
精
度
に
欠
け
て
い

た
。
落
胆
し
た
声
も
届
い
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
し
た
い
。

　

別
館
周
辺
の
既
存
公
共
施
設
は
、

移
転
後
に
長
期
間
使
用
で
き
ず
、
逆

に
改
修
な
ど
で
子
や
孫
の
世
代
に
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
加
味
し
な
が
ら
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
庁
舎
建
設
に
関
す
る

再
検
討
報
告
書

問問 答答

大塚　則男

笹山　欣悟

村上　恵一

宮﨑　保

　

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
。
支
援
体
制

は
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
で
、
森
林
や
田

園
地
帯
、
古
い
街
並
み
な
ど
地
域
に

昔
か
ら
あ
る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き
る
小
径
の
こ
と
。

　

支
援
は
、
県
に
く
ま
も
と
里
モ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
が
あ
り
、

文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
創

造
の
対
象
に
位
置
付
け
ら
れ
、
テ
ー

マ
ご
と
に
50
万
円
を
上
限
に
補
助
が

あ
る
。
市
と
し
て
は
、
人
吉
市
民
ま

ち
づ
く
り
応
援
事
業
の
中
に
助
成
金

支
援
が
あ
り
、
市
民
が
主
体
的
に
実

施
す
る
新
た
な
事
業
で
、
特
に
公
益

性
の
高
い
も
の
に
、
助
成
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内
、
２
０
０
万
円
が

限
度
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
フ
ッ
ト

パ
ス
事
業
で
の
制
度
活
用
は
ま
だ
な

い
が
、
地
域
団
体
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ  

み
ち
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国
か
ら
の
保
険
者
支
援
金
で
、
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
す
る
自
治
体
が

相
次
い
で
い
る
。
人
吉
市
へ
の
支
援

金
は
、
一
人
当
た
り
幾
ら
か
。

　

５
，６
０
０
円
程
度
。

　

国
保
税
引
き
下
げ
の
た
め
多
く
の

自
治
体
が
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
に
、
平
均
で
一
人
当
た
り
１
万
１
，４

６
５
円
の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
人
吉
市
は
、
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
元
年
以
降
繰
り
入
れ
は
な
い
。

　

支
援
金
の
利
用
や
法
定
外
繰
り
入

れ
で
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

　

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
、
人
吉
球
磨
の
農
業
に

大
き
な
影
響
が
出
る
の
は
明
ら
か
。

市
長
は
、
国
に
撤
回
を
求
め
る
べ
き
。

　

国
会
の
議
論
、
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

問問問問 答答答答

　

今
年
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
が

改
正
さ
れ
、
道
徳
の
教
科
化
が
正
式

に
決
定
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
期
待
で
き
る
か
。

　

検
定
教
科
書
を
始
め
と
し
た
多
様

な
道
徳
教
育
教
材
の
活
用
や
、
子
供

達
が
主
体
的
に
「
考
え
、
議
論
す

る
」
授
業
の
実
施
に
よ
り
、
生
徒
一

人
一
人
の
道
徳
的
判
断
力
や
心
情
、

実
践
へ
の
意
欲
が
一
層
高
ま
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
自
主
財

源
の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

成
功
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

本
市
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
事

業
で
あ
る
。
お
礼
の
品
の
充
実
や
組

織
体
制
及
び
業
務
の
契
約
形
態
に
つ

い
て
も
再
検
討
を
し
た
い
。

道
徳
の
教
科
化
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問答問答

　

雑
居
ビ
ル
及
び
市
立
小
中
学
校
の

火
災
予
防
対
策
は
。

　

広
島
市
で
発
生
し
た
雑
居
ビ
ル
火

災
に
関
連
し
、
類
似
し
た
対
象
物

に
、
違
法
な
増
築
等
は
な
か
っ
た
。

他
の
飲
食
店
に
つ
い
て
、
立
入
調
査

を
実
施
し
、
消
防
訓
練
の
実
施
な
ど

を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
敷

地
内
は
原
則
禁
煙
だ
が
、
喫
煙
場
所

を
指
定
し
、
吸
い
殻
は
喫
煙
し
て
い

る
教
職
員
が
後
始
末
を
実
施
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　

　

災
害
時
の
風
倒
木
等
の
対
応
は
。

　

台
風
15
号
で
の
風
倒
木
に
よ
る
、

公
園
や
市
道
の
被
害
件
数
は
77
件
で

あ
っ
た
。
市
職
員
、
災
害
対
策
支
部

や
委
託
業
者
で
対
応
し
た
。
今
回

は
、
人
吉
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
応
援
要
請
は
し
な
か
っ
た
。
造

園
・
林
業
関
係
団
体
な
ど
と
の
応
援

協
定
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
た
い
。

火
災
予
防
対
策
・
市
道
の

災
害
対
策
に
つ
い
て

問答問答

　

子
育
て
支
援
新
制
度
の
中
で
、
情

報
提
供
や
相
談
、
助
言
な
ど
を
行
う

利
用
者
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
一
貫
と
し
て
、
本
市
で
発

行
し
て
い
る
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
内
容
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
と

し
て
ア
プ
リ
提
供
で
き
な
い
か
。

　

最
近
の
お
母
さ
ん
方
は
、
ス
マ
ホ

を
利
用
し
て
情
報
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
の
比
較
や
費
用
対
効

果
な
ど
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

熊
本
県
が
、
く
ま
モ
ン
と
ハ
ー
ト

形
の
ト
マ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ご
当

地
婚
姻
届
様
式
を
作
成
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
で
も
使
用
で
き
る
の
か
。

　

使
用
で
き
る
が
、
Ａ
３
サ
イ
ズ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
。

川
上
哲
治
記
念
球
場
に
つ
い
て
質
し
た
。

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
に

つ
い
て

問問 答答※

宮原　将志

豊永　貞夫

本村　令斗

犬童　利夫
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市
長
は
、
37
歳
県
内
最
年
少
首
長

と
し
て
誕
生
し
た
。
市
民
は
、
若

さ
・
企
画
力
・
行
動
力
に
期
待
し

た
。
し
か
し
、
政
治
姿
勢
を
示
す
施

政
方
針
に
そ
の
斬
新
さ
を
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
市
長
の
意
志
は
反
映

し
て
い
る
の
か
。

　

全
庁
的
に
検
討
し
、
所
信
と
し
て

表
明
し
て
い
る
。
今
後
、
市
民
と
議

論
し
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。

　

選
挙
公
約
の
３
本
の
柱
で
あ
る
市

庁
舎
移
転
問
題
、
給
食
費
の
無
料

化
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
完
全

無
料
化
に
つ
い
て
実
現
で
き
る
の
か
。

　

市
庁
舎
建
設
の
白
紙
撤
回
を
撤
回

し
、
見
直
し
に
変
更
し
た
。
給
食
費

の
無
料
化
は
段
階
的
に
実
現
し
、
医

療
費
の
無
料
化
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
子
育
て
・
高
齢
者
問
題
に

つ
い
て
質
問
し
問
題
提
起
し
た
。

市
長
の
施
政
方
針

選
挙
公
約
の
施
策
に
つ
い
て

問問 答答

　

人
吉
市
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額

は
６
，１
１
２
円
、
県
で
３
位
。
家
計

所
得
は
２
８
２
万
円
、
県
で
18
位
。

所
得
が
低
い
割
に
は
保
険
料
は
高

い
。
年
金
は
下
が
る
介
護
保
険
料
は

上
が
る
で
は
、
食
費
を
切
り
詰
め
ギ

リ
ギ
リ
の
生
活
を
す
る
し
か
な
い
。

年
金
が
18
万
円
以
下
で
も
、３
万
３
，１

０
０
円
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
滞
納

す
る
と
３
割
負
担
に
な
り
、
介
護
難

民
に
な
り
か
ね
な
い
。
保
険
料
の
軽

減
と
低
所
得
者
の
た
め
の
減
免
条
例

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

国
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
提
案

し
て
い
る
。
無
原
則
な
減
免
は
市
の

財
政
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
、
引
き
下
げ
は
行
わ
な
い
。

低
所
得
者
へ
の
軽
減
策
は
、
受
益
者

負
担
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

問答

高瀬　堅一

塩見　寿子

※

　平成26年度水道事業特別会計の利益の処分及び決算を審査するために、
９月定例会で厚生委員会に付託されて継続審査となっていましたが、その後
閉会中に３回にわたって慎重に審査を行いました。
　12月１日の本会議において、委員長から審査の経過及び結果についての
報告を行い、水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定については、可決
及び認定されました。

平成２６年度水道事業特別会計
利益の処分及び決算を可決及び認定

平成２６年度歳入歳出決算を認定

　平成26年度決算を審査するために、９月定例会で決算特別委員会を設置し、継続審査となっていまし
たが、その後閉会中を含め６回にわたって慎重に審査を行いました。
　12月１日の本会議において、委員長から審査の経過及び結果についての報告を行い、歳入歳出決算つ
いては認定されました。



12
月
定
例
会
で
は
、
２
件
の
意
見
書
を

可
決
し
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

社会保障、被災地復興、環境対策、地域交通対策、人口減対策な
ど、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合
う地方一般財源総額の確保をはかること。特に、「骨太方針
2015」に「目安」として明記された地方一般財源総額の確保を
確実に進めること。
子ども・子育て新制度、地域医療構想の策定、地域包括生活ケア
システム、生活困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康保険制
度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保
するための社会保障予算の確保と地方財政措置を的確に行うこ
と。特に、高齢化による社会保障の自然増を地方財政計画に適切
に反映させること。
復興交付金、震災復興特別交付税などの復興に係る財源措置につ
いては、復興集中期間終了後の2016年度以降も継続すること。
また、2015年度の国勢調査を踏まえ、人口急減・急増自治体の
行財政運営に支障が生じることがないよう、地方交付税算定のあ
り方を検討すること。
法人実効税率の見直し、自動車取得税の廃止など各種税制の廃
止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証
したうえで、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じる
ことがないよう対応をはかること。また、償却資産にかかる固定
資産税やゴルフ場利用税については、市町村の財政運営に不可欠
な税であるため、現行制度を堅持すること。
地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」及び「まち・ひ
と・しごと創生事業費」については、自治体の財政運営に不可欠
な財源となっていることから、現行水準を確保すること。また、
これらの財源措置について、臨時・一時的な財源から恒久的財源
へと転換をはかるため、社会保障、環境対策、地域交通対策な
ど、経常的に必要な経費に振り替えること。
地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町
村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな財政需要の把握、小規
模自治体に配慮した段階補正の強化などの対策を講じること。

複数税率による軽減税率の導入については、2017年４月の消費
税率引き上げと同時に行うこと。
対象品目については、国民が受け入れやすく、痛税感を和らげる
効果が高い食料品など対象を幅広くすること。

１

２

３

４

５

６

１

２

★地方財政の充実・強化を求める意見書

（要旨を抜粋）

★複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書

（11）
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【議会報編集委員会】    委員長／田中　　哲　　副委員長／仲村　勝治
委　員／塩見　寿子・宮原　将志・平田　清吉・本村　令斗・福屋　法晴・三倉　美千子

次の定例会は
　　３月の予定です

編
集
後
記

　

１
月
31
日
に
開
催
し

ま
し
た
議
会
報
告
会
に

は
、お
忙
し
い
中
、ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。皆
様
の
ご
意
見

を
も
と
に
、市
民
の
皆
様

方
の
安
心
と
安
全
、そ
し

て
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
と
、さ
ら
に
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
に
ご
来

場
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

本
市
発
展
の
た
め
に
、皆

様
の
声
を
お
聞
か
せ
願

え
れ
ば
、幸
い
に
存
じ
ま

す
。

　

我
々
議
員
も
、初
心
を

忘
れ
ず
、住
み
や
す
く
・

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、市
民

の
皆
様
と
と
も
に
歩
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
初
版
の
議
会
だ

よ
り
を
お
届
け
す
る
に

あ
た
り
、市
民
の
皆
様
方

の
御
健
康
と
御
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
・
写
真
提
供　
　 

平
田　

清
吉
）
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